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綱引きで交流を深める児童たち

イ軍ッシそれ引けつ
三
校
合
同
運
動
会

八
月
二
十
四
日
、
大
和
小
学
校
に
お
い
て

大
和
小
、
豊
茂
小
、
柴
小
の
三
校
合
同

に
よ
る
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

」
れ
は
、
小
規
模
校
協
同
学
習
の

環
と
し
て
交
流
を
通
じ
て
親
睦
を
深
め
、

た
く
ま
し
い
心
と
体
を
育
て
よ
う
と
い

う
も
の
で
、
今
回
は
三
枝
の

P
T
A
も

参
加
し
ま
し
た
。

出
場
者
は
、
低
、
中
、
高
学
年
、
f、i

二ι

校、

P
T
A
に
分
か
れ
て
綱
引
き
や
玉

入
れ
な
ど
、
各
競
技
に
大
奮
戦
。
小
規

模
校
に
は
な
い
楽
し
さ
を
満
喫
し
ま
し

た
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対機関本
紙
先
月
号
で
紹
介
し
た
、
セ
ザ
ス

ジ
ヤ
ボ
ン
株
式
会
社
の
概
要
に
つ
い
て

わ
知
ら
せ
し
ま
す
。

沿

ー世・

弓呈

セ
ザ
ス
ジ
ヤ
ボ
ン
株
式
会
社
(
本
社

東
京
都
新
宿
民
間
新
宿
)
は
、
フ
ラ
ン

ス
、
ベ
シ
、
不

i
(
国
営
企
業
)
・
グ
ル

ー
プ
の
一
社
で
あ
る
セ
ザ
ス
社
の
千
会

社
で
、
セ
ザ
ス
社
の
全
額
出
資
に
よ
り
、

昨
年
五
月
、
資
本
金
一
億
二
千
五
百
万

円
で
設
立
さ
れ
た
外
資
系
の
会
社
で
す
。

我
が
町
の
昭
和
サ
ボ
ア
株
式
会
社
も

同
じ
ベ
シ
、
不

l
e
グ
ル
ー
プ
の
一
社
で

あ
る
サ
ボ
ア
社
(
フ
ラ
ン
ス
)
の
子
会

社
で
す
。

セ
ザ
ス
ジ
ヤ
ボ
ン
株
式
会
社
で
は
、

昨
年
か
ら
H
本
に
工
場
立
地
す
る
た
め

の
可
能
性
に
つ
い
て
、
各
候
補
地
の
検

討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
長
浜
町
と

ペ
シ
ネ

l
社
の
長
年
に
わ
た
る
親
密
な

関
係
や
、
現
地
に
わ
い
て
優
れ
た
労
働

力
が
得
ら
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
日
本
の

顧
客
に
対
し
、
近
い
所
で
生
産
及
び
サ

ー
ビ
ス
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
な
ど
か

ら
、
長
浜
町
へ
の
立
地
を
決
定
。
六
月

四
日
、
正
式
に
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し

た
。
(
県
へ
は
六
月
九
日
)

セ
ザ
ス
ジ
ヤ
ボ
ン
株
式
会
社
長
浜
工

場
は
、
セ
ザ
ス
社
と
し
て
は
初
め
て
の

国
外
へ
の
工
場
設
置
で
、
場
所
は
、

旬、〉
冬、

晴
海
団
地
の
現
昭
和
サ
ボ
ア
株
式
会

社
か
ら
、
敷
地
の
一
角
、
約
一
万
平

方
灯
を
借
り
受
け
、
約
三
千
平
方
引

の
工
場
を
建
設
す
る
も
の
で
す
。
な
お
、

工
場
建
設
は
、
十
月
着
工
、
来
年
夏
頃

完
成
の
予
定
で
、
工
場
に
設
置
す
る
機

械
類
は
既
に
発
注
さ
れ
て
お
り
、
着
々

と
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

製
造
工
程
(
図
1
)

ま
ず
、
原
料
で
あ
る
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム

を
含
む
砂
(
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
で

産
出
)
か
ら
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
だ
け
を
取

り
出
し
て
、
金
属
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
(
ス

同士亙イヒジルコニウム

7c 還

金属ジルコニウム
(スポンジ状)

真

事告
ふ

ポ
ン
ジ
状
)
を
作
り
ま
す
。
こ
れ
を
真

空
溶
解
し
て
、
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
の
イ
ンた

人

ゴ
ッ
ト
(
鋳
塊
)
を
作
り
、
さ
ら
に
鍛

5
3
 

造
棒
、
中
空
棒
、
押
し
出
し
棒
へ
と
作

り
替
え
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
最

後
に
押
し
出
し
棒
(
太
管
、
約
八
十
ミ

リ
灯
)
か
ら
素
管
(
細
管
、
約
六
十
ミ

リ
灯
)
と
い
う
製
品
が
生
産
さ
れ
る
わ

け
で
す
。

以
上
が
全
体
の
製
造
工
程
で
す
が
、

長
浜
工
場
で
は
よ
図
2
)
フ
ラ
ン
ス
本

国
の
セ
ザ
ス
社
か
ら
輸
入
し
た
ジ
ル
コ

ニ
ウ
ム
合
金
の
押
し
出
し
棒
(
太
管
)

を
冷
間
圧
延
し
て
管
を
細
く
し
、
こ
れ

フランス
の:工場j

自平イ谷

ジルコニウム
インゴ yト

空

。二二二二二コ

長浜工場

棒

棒

し

一一造

空

出し

主投

出
J

押

素

↓ 
@二二コ

↓ 
。二二二二コ

C二二二コ

真空電気炉で焼鈍する

曲がりを修正する

管

(図 2)長浜工場の製造工程

σ阜でヲ

(E~) 

→コ一工証正する

押し出し棒(太管)を
フランスから輸入する

圧延(太管を細管に)
する

(図 1)ジルコニウムから製品までの製造工程

ふ、 ジルコニウムを含む砂 l 
ぷ主主込 (原料)からジルゴニウ
ム ムとハフニウムを分離

壱
↓ 

ー巳

を
真
空
電
気
炉
で
焼
鈍
し
て
曲
が
り
な

ど
を
修
正
、
仕
上
げ
加
工
し
て
素
管
を

作
る
工
程
だ
け
を
手
掛
け
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

製
造
技
術
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
白

由
主
義
世
界
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
ア
メ

リ
カ
の
一
一
か
国
し
か
、
そ
の
技
術
を
持

っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

製

品

出

荷

製
品
は
超
音
波
に
よ
っ
て
精
密
に
検

査
し
た
後
、
ベ
シ
、
不

l
社
の
日
本
商
社
、

ベ
シ
、
不
1

・
ジ
ヤ
ボ
ン
社
を
通
じ
て
日

本
の
管
製
造
会
社
に
販
売
さ
れ
ま
す
。

用

途

耐
酸
性
に
す
ぐ
れ
、
他
の
金
属
よ
り

も
腐
蝕
に
強
い
こ
と
か
ら
、
先
端
技
術

の
分
野
で
使
わ
れ
て
お
り
、
極
め
て
厳

し
い
腐
蝕
環
境
ド
の
耐
蝕
用
ジ
ル
コ
ニ

ウ
ム
管
や
、
高
い
安
全
性
を
必
要
と
す

る
原
子
炉
燃
料
の
被
覆
管
な
ど
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

規

4莫

長
浜
工
場
の
生
産
能
力
は
年
間
約
二

百
ト
ン
、
従
業
員
数
は
約
二
十
人
の
予

定
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
従
業
員
に
つ
い

て
は
、
昭
和
サ
ボ
ア
株
式
会
社
の
出
向

及
び
兼
務
で
対
応
し
、
将
来
は
市
場

の
動
向
を
見
な
が
ら
、
需
要
状
況
に

応
じ
て
規
模
拡
大
の
検
討
も
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
場
合
に
は
、
製
造
工

程
も
、
よ
り
前
の
段
階
(
原
料
に
近
く

な
る
)
か
ら
手
掛
け
る
よ
う
に
な
り
、

従
業
員
の
増
員
も
必
要
と
な
っ
て
く
る

よ
う
で
す
。。

。

以
上
、
セ
ザ
ス
ジ
ヤ
ボ
ン
株
式
会
社

の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、

長
浜
町
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
企
業

の
進
出
は
、
特
に
若
い
人
を
中
心
と
し

た
雇
用
・
産
業
振
興
に
直
接
結
び
付
く

も
の
で
あ
り
、
町
子
つ
く
り
と
い
っ
た
面

か
ら
も
、
地
域
に
根
づ
い
て
頃
き
、
大

い
な
る
発
展
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。
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と

置窃謹盛田

場習国盟国"，"

r 一一海の祭典園甲

』

も盟副

門口2 8月日~1 8月

ぷ
ミ
み
ん
な
ワ
ク
ワ
ク

な
が
は
ま
の
夏
蕊
ぶ

ア
イ
デ
ア
募
集

か
木
目
い
き
い
き
活
用
事
業
u

長
浜

H

い
き
い
き
J

U
町
づ
く
り
委

員
会
、
長
浜
町
林
業
後
継
者
研
究
会
で

は
、
町
守
つ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

H

木

目
い
き
い
き
活
用
事
業

μ

を
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
未
活

用
と
な
っ
て
い
る
間
伐
材
を
生
か
し
た

木
製
品
を
作
り
、
特
産
品
化
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
す
。
現
在
、
「
健
康
す
の
こ
」

「
木
製

n

フ
ラ
ン
タ

l
」
と
い
っ
た
製
品

の
試
作
研
究
を
行
う
一
方
、
町
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
木
を
生
か
し
た
、
た
く
さ
ん
の

ア
イ
デ
ア
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
0

(

密

臼

1
2
5
5

有
線

5
9
4
1
)
ま

で。

八
月
一

H
、一一

H
の
両
日
、
な
が
は

ま
「
海
の
祭
典
」
が
聞
か
れ
ま
す
。
今

年
は
、

S
L
江
委
員
会
、
青
年
連
絡
協

議
会
も
参
加
し
て
、
建
り
だ
く
さ
ん
の

内
存
と
な
っ
て
い
ま
す
。

田
本
で
初
め
て

H
H

ホ
y
n
J
ノ
ノ
ノ
バ
リ

γ

官

σ
周
五
H

A
7
年
の
目
玉
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も

H
本
初
の

η

砂
の
彫
刻
J

で
す
。
こ
れ
は
、

水
と
凝
固
剤
を
使
っ
て
凶
め
た
砂
を
彫

る
も
の
で
、
小
学
生
、
中
学
生
、
家
族

の
郎
と
分
か
れ
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
日
本

初
の
優
秀
賞
は
誰
で
し
ょ
う
か
。

ヨ
ツ
ト
教
室迷

路
な
ど

「
ヨ
メ
ト
教
室
」
「
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ

ン
教
室
」
「
神
輿
海
上
渡
御
」
「
本
着
目
煉

影
会
」
・
等
々
楽
し
い
行
事
が
目
白

押
し
で
す
。

こ
の
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
海
の
祭

典
」
に
、
み
ん
な
こ
ぞ
っ
て
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

意
見
を
持
ち
よ
っ
て

ま
ち
"
つ
く
り
懇
談
会

長
浜
町
で
は
、
行
攻
と
住
民
の
皆
さ

ん
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
活
力
と
個

性
あ
ふ
れ
る
町
。
つ
く
り
を
行
う
た
め
に

「
ま
ち

c

つ
く
り
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま

す
。
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
洋
し
く
は
、
役
場
総

務
課
(
密
臼
1
1
1
1
1
)
ま
で
。

行事名 時 問 土易 同庁 f橋 考

八
キャンプ交流会 1日 15: OO~ 長浜大橋付近 河辺村内小手生

2 l J ~ 15 : 00 出海・櫛生'J"{'l

月
長浜音頭踊り 19 : 00~20 : 30 本田]尚!占街 参加自由
大会 約 18Rtl j本

hじL、 J兵の 18:00~22:0。 長浜大橋付近
商青年仁連会絡青協年議会古1;

ピアガ デン

[i 
迷 江町口父 18 : OO~ 22 : 00 長浜大橋付近 青連会(青建会j

おばけ!三言敷 18 : 00~22 : 0。長浜大橋付近 連合青年目

-，) り 大会 1 fJ 夜一 長浜海岸ー帯 参加料 3001'J
2 日 ~11 : 00 (除く青島)

砂の彫刻 10: 00へ -14: 00 海水浴場横 申し込み安:

ヨ y ト 教 室 10 : 00~15 : 00 海水浴場 イン

;， 
ウインドサーフイン賠 10 : OO~ 15 : 0。 " " 

ボ ト展示会 10:00~15:00 j毎水?谷土器十黄 メ カーによる展示

展 示 即 売 会 10 : 00~15 : 00 海水;谷士号横 農林水時後継者

n 
海上ジョギング 11 : 00 ~ 11 : 30 海水浴場 小学問年生以上

黒坊大会 11 目 30~12:00 " 小・中・高生

スイカ剖り 11: 30~12: 00 " 一一「、F 生

神輿海上波 iil'll 12 : 00~13 : 00 " 住吉神社奉賛会

餅・宝まき 13:00~13:30 " 参加白白

水若撮影会 13 : 30~ 15 : 30 j毎ノj，浴場横 " 
十l

ラムネ・ピ←Jレ甲飲み 14: 00~15 : 00 海水浴場 イン

カヌ 下り 12 : 00 著 ひじかわ 大洲青年の家

こ
の
他
に
も
前
夜
祭
(
一

H
)
と
し

て
「
長
浜
音
頭
踊
り
大
会
」
「
砂
浜
の

ビ
ア
カ

i
デ
ン
」
「
迷
路
」
「
む
ば
け
い
同

敷
」
等
。
そ
し
て
当

H
(
二
什
)
に
は



4 

六
十
五
歳
以
上
の
方
な
ら

ど
な
た
で
も

「
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部
」
へ
の
ご
案
内
/

{
会
費
}
年
会
費
は
ご
一
千
六
百
円

(
ご
夫
婦
の
場
合
、
六
千
円
)

0

一
特
典
一

o
国
内
の

J
R
各
線
の
運

賃
と
料
金
一
(
急
行
、
特
急
、
グ
リ
ー

ン
料
金
等
)
を
二

O
%
か
ら
一
一
一

O
%

宝
ロ
弓
J

O
日
観
連
加
援
の
旅
館
、
ホ
テ
ル
へ

の
宿
泊
者
に
は
ダ
ブ
ル
プ
レ
ゼ
ン
ト

(
宿
泊
先
か
ら
の
記
念
品
と
、
五
凶

以
上
の
宿
泊
者
に
は
日
観
連
か
ら
豪

華
景
品
)
を
進
室
。

。
会
員
誌
「
ジ
パ
ン
グ
」
を
毎
月
送

寸。
特
別
旅
行
(
ゲ

l
ト
ボ

l
ル
大
会
、

民
謡
・
民
踊
大
会
、
温
泉
旅
行
等
の

特
別
企
画
)
へ
の
参
加
を
優
先
。

そ
の
他
詳
し
く
は
、
伊
予
長
浜
駅
密

(⑫

0
1
5
6
)
一
伊
予
白
滝
験
(
⑭

0
2
1
0
)
ま
で
。

，JRコーナー晒盤調理

購麓瞳覇

中
世
イ
タ
リ
ア
の
冒

険
家
マ
ル
コ
ポ
l
ロ
は
、

東
洋
の
国
一
ン
パ
ン
グ
(

日
本
)
に
夢
と
ロ
マ
ン
を
抱
い
た
と

い
い
ま
す
。
人
生
経
験
豊
富
な
皆
さ

ん
の
ロ
マ
ン
を
か
な
え
て
く
れ
る
も

の
そ
れ
は
μ

旅
H

で
は
な
い
で
し
ょ

う
カ
。旅

に
は
様
々
な
出
逢
い
が
あ
り
ま

す
。
あ
る
時
は
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る

街
並
、
又
あ
る
時
は
思
わ
ぬ
歓
待
。

き
っ
と
あ
な
た
の
旅
情
を
満
足
さ
せ

て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
「
ジ
パ
ン
グ

倶
楽
部
」
は
、
こ
の
よ
う
な
ジ
パ
ン

グ
を
求
め
て
旅
立
ち
を
計
画
さ
れ
る

皆
さ
ん
の
た
め
の
会
で
す
。

加
入
年
齢
会
費
及
び
会
員
の
特

典
は
次
の
通
り
で
す
。

一
年
齢
}
申
し
込
み
時
点
で
満
六
十

五
歳
以
上
の
方
。

八
月
は

老
齢
福
祉
年
金
証
書
の

提
出
を

八
月
は
老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
者
が
、

国
民
年
金
証
書
を
町
役
場
に
提
出
す
る

月
で
す
。

こ
の
手
続
き
を
す
れ
ば
向
こ
う
一
年

間
の
老
齢
福
祉
年
金
が
受
け
ら
れ
る
か

ど
う
か
が
決
ま
り
ま
す
。
も
し
一
証
書
の

提
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
次
の
十
-
月
支

給
分
の
老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
必
ず
む
返
し

く
だ
さ
い
。
(
他
の
公
的
年
金
と
の
併

給
者
以
外
、
証
書
は
一
-
冊
)

も
う
一
度

捜
し
て
み
ま
せ
ん
か

相
談
所
を
開
-
設

昭
和
六
十
三
年
五
月
末
現
在
、
捜
査

願
い
の
出
で
い
る
家
出
人
は
県
内
だ
け

で
四
百
ム
一
十
五
人
、
身
元
の
わ
か
ら
な

い
死
者
は
百
二
十
五
人
も
い
ま
す
。

警
察
で
は
、
日
頃
か
ら
こ
の
よ
う
な

不
幸
な
死
者
の
身
元
や
家
出
人
の
居
所

を
捜
し
て
、
ご
家
族
の
も
と
へ
お
返
し

す
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
も

八
月
を
“
身
元
確
認
強
調
月
間
H

と
し

て
、
身
元
不
明
者
の
身
元
確
認
、
家
出

人
の
発
見
、
保
護
に
全
力
を
あ
げ
て
調

査
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
期
間
中
、
全
国
の
関
係
資
料
を

そ
ろ
え
て
「
行
万
不
明
者
を
捜
す
相
談

所
」
を
開
設
し
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
毎
年
、
こ
の
相

談
所
で
家
出
人
の
居
所
が
わ
か
り
、
ご

家
族
が
安
心
さ
れ
る
例
が
多
数
あ
り
ま

す
。
身
内
の
方
や
親
戚
、
知
人
な
ど
で

行
方
不
明
に
な
っ
て
困
っ
て
い
る
万
は

お
気
軽
に
相
談
所
を
利
用
し
て
く
だ
さ

相
談
の
秘
密
に
つ
い
て
は
厳
重
に
守

り
ま
す
。

日
程
は
次
の
と
む
り
で
す

0

0
8
月
3
日
宇
和
島
警
察
署

0
8月
5
口
松
山
東
警
察
署

0
8
月
6
日
今
治
警
察
署

時
間
は
い
ず
れ
も
日
時
か
ら
口
時
で
す
。

な
お
、
相
談
所
開
設
日
に
お
越
し
項

け
な
い
場
合
は
、
大
洲
警
察
署
で
い
つ

で
も
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

保
管
は
必
ず
鍵
か
け
て

パ一フコ
I
ト
剤
の
館
用
管
理

バ
ラ
コ

l
卜
剤
の
集
団
給
食
へ
の
混

入
事
件
が
発
生
し
、
改
め
て
パ
ラ
コ
ー

ト
剤
を
使
用
す
る
防
除
業
者
、
農
業
者

等
の
パ
ラ
コ

l
卜
剤
の
保
管
管
理
が
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
パ
一
フ
コ
ー
ト
剤

関
一
酉

罰
則
三
円
》

生
一
ト

額一引い

晶
一
月

禽一

g
夏
は
食
中
毒
の
発
生
し
や
す
い
季
節
。

昨
年
発
生
し
た
食
中
毒
件
数
の
六

O
%

が
、
七
月
か
ら
九
月
に
集
中
し
て
い
ま

す
。
お
宅
の
食
品
衛
生
は
心
配
あ
り
ま

せ
ん
か
。

。
台
所
は
い
つ
も
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う

0

0
調
理
す
る
前
に
は
子
を
よ
く
洗
い
ま

し
ょ
h
7
0

。
魚
・
肉
料
理
に
使
っ
た
「
ま
な
板
」

家
族
の
健
藤

を
守
る
の
は

あ
な

でた

す
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で
し
ょ
う
か

0

0
家
庭
で
の
必
要
な
準
備

ー
雨
戸
や
窓
は
ゲ
ル
キ
や
似
?
ク
ギ

つ
け
る

0

2

出
恨
の
か
わ
ら
や
雨
ど
い
な
Y
一め

補
強
を
す
ァ
匂

f

a
看
板
・
煙
突
・
ア
ン
テ
ナ
・
板
ベ

い
な
ど
の
補
怖
を
す
る
。

4

停
電
に
備
え
、
懐
中
電
灯
・
ト
一
ブ

ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ
・
口
ソ
ク
な

ど
の
刑
怠
を
す
る
。

5

万
一
に
備
え
、
且
貫
主
口
山
・
救
急
箱
・

食
料
品
な
ど
の
非
心
持
ち
出
し
の

準
備
を
寸
る
。

今
年
も
ま
た
台
風
シ
ー
ズ
ン
合
迎
え
⑤
老
人
・
子
供
・
病
人
の
い
る
ん
家
庭

ま
し
た
。
ご
家
庭
で
の
備
え
は
い
か
が
で
は
早
め
に
避
難
す
る
よ
う
、
事

)

;

!

 

~
喝
。
貯
切
形
明
。
甲
町
伊
旬
伊
噌
ゅ
の

3
3
h可
制
唱
す

一

泊

引

世

紀

に

尚

一

一

十

世

紀

宮

ιは、

f147ι
や
新
聞
で
ご
作
じ
力
源
で
は
な
い
で
1)
上
う
か
。

一

叩

肯

か

つ

て

一

干

一

世

紀

Z
Eい
ま
す
カ
、

F

村
一
口
山
μ

と

い

う

地

域

今

、

“

故

郷

ふ

る

さ

と

ρ

に
必
要
な
こ
と
は
、

一

ず

3
5
3
p
r
iト
に

と

い

う

、

ま

づ

く

門

運

動

で

す

。

具

体

的

な

例

と

れ

て

、

大

故

郷

の

自

然

と

地

域

住

の

良

Z一
認
識
し
、
正

一
さ
に
二
世
紀
に
渡
っ
て
時
代
を
走
り
抜
け
よ
う
と
分
県
の
辺
両
信
院
を
あ
げ
て
み
ま
す
と
、
叫
は
静
か
し
て
け
く
若
い
活
力
だ
と
忠
い
ま
す
っ
何
の
閃
果

一
じ
て
い
る
あ
な
た
は
、
現
在
を
ど
の
よ
う
に
受
け
な
館
地
に
あ
り
、
大
洲
に
以
た
胤
情
が
あ
り
ま
す
。
か
、
私
は
U
R
棋
に
帰
郷
し
た
わ
け
で
す
が
、
少
し

と

め

て

い

る

ご

と

で

し

ょ

う

。

時

そ

の

自

然

の

静

寂

の

中

で

地

域

人

の

町

づ

く

り

に

で

も

、

故

郷

・

長

浜

の

イ

メ

ー

ジ

ア

ソ

プ

に

つ

な

が
過
ぎ
、
す
べ
て
が
微
妙
な
変
化
デ
¥
対
す
る
意
欲
あ
ふ
れ
白
行
動
、
他
地
域
と
は
ひ
ど
か
る
よ
う
今
ま
で
の
桂
喰
を
生
か
し
て
、
努
力
し

を
遂
げ
と
い
る
空
間
の
中
で
、
一

1
v

・
峠
も
ふ
た
昧
も
違
っ
た
工
夫
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
;
。
そ
し
て
、
私
自
身
の

体

私

臼

身

は

令

代

の

頃

と

何

が

成

か

町

小

義

議

轟

F
子

員

夢

を

少

し

で

も

現

実

の

も

の

と

す

る

た

め

に

も

ト

FEw-7の
で

し

ょ

う

か

。

主

精

齢

露

間

持

ソ

園

動

議

坊

一

フ

イ

精

神

を

持

続

さ

せ

で

い

く

つ

も

り

か

F
o

身

長

つ

体

重

つ

着

実

に

成

長

七

イ

舗

欝

瞬

騒

謬

見

宵

お

方

今

今

、

過

去

を

振

り

返

っ

て

み

て

、

そ

の

時

、

ど

し

た

と

一

古

川

左

手

の

警

官

生

ラ

品

調

韓

議

登

(

地

れ

を

と

っ

て

も

す

ば

ら

し

い

も

の

で

し

た

。

特

に

わ

の

本

数

く

ら

い

か

も

し

れ

ま

せ

劇

ト

す

。

町

自

社

小

規

模

で

す

が

、

台

地

域

人

の

Z
Rに
味
わ
っ
た
人
と
の
つ
な
が
り
は
一
生

ん
が

:

-

o

d

個
性
を
よ
り
効
果
的
に
発
輝
さ
れ
た
町
だ
と
思
い
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
生
の
一
ペ
ー
ジ
に
な

私
は
、
世
山
-
般
に
言
う
μ

金
・
判
刈
ま
す
。
例
え
ば
、
地
域
の
若
省
が
よ
休
と
な
コ
て
、
り
ま
し
た
。
そ
し
て
A
7
ま
む
の
は
れ
肢
を
生
か
し
な

食
W
虫
時
代
μ

を

九

州

に

お

い

て

、

ミ

ニ

演

奏

会

や

展

覧

会

を

催

し

た

り

、

活

動

は

析

が

ら

、

こ

れ

か

ら

の

、

地

械

と

の

つ

な

が

り

を

大

二
年
間
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
か
げ
々
な
分
野
に
及
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
地
域
切
に
し
て
私
の
夢
(
故
郷
の
美
し
さ
を
描
く
」
企

ふ
る
さ
と

ご
、
今
ま
で
に
な
く
自
然
の
美
し
さ
や
故
郷
の
良
人
に
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
白
分
た
ち
の
故
実
現
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぞ
れ
が
、

さ
を
知
り
、
私
自
身
の
将
来
に
付
ナ
る
夢
に
も
大
郷
の
自
然
と
地
域
伐
を
こ
よ
な
く
愛
し
続
け
て
い
-
一
十
一
世
紀
に
向
け
て
の
私
の
さ
さ
や
か
な
夢
な

き
な
影
響
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
大
き
な
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
こ
の
町
の
町
守
つ
く
り
の
活
の
で
す
。

町一一
「包
J
」
は
よ
ぐ
洗
つ
で
使
い
ま
し
ょ

三ノ。。
「
ま
な
板
」
「
包
丁
」
「
ふ
き
ん
」
は
熱

湯
消
毒
し
、
よ
く
乾
燥
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

O
調
珂
後
は
長
い
時
間
放
置
せ
ず
、
で

き
る
だ
け
早
/
¥
食
べ
ま
し
ょ
う
。

。
冷
蔵
庫
内
を
清
潔
に
し
、
食
品
は
5

℃
以
下
で
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

O
ネ
ズ
ミ
・
ハ
エ
・
ゴ
キ
ブ
リ
売
退
治

し
ま
し
ょ
う
c

人
口
食
中
毒
予
防
の
三
原
則

申

清

潔

・

迅

速

唖

加

熱

了一宝翠窓窒豆窒璽

台
風
に
備
え
よ
う

室至宝宝霊室霊護霊童茎21世紀に向かつて

前

に

で

お

く

。

台
風
情
報
は
、
そ
の
台
風
の
上
陸
が

確
実
に
な
る
ご
ろ
か
ら
発
表
が
柑
繁
に

な
り
、
そ
の
中
に
は
防
災
土
必
援
な
風
・

一
山
・
高
潮
な
ど
の
量
的
な
情
報
も
含
み

ま
す
。
そ
れ
ら
台
風
情
報
を
的
確
に
と

ら
え
、
防
災
に
伶
立
で
て
く
だ
さ
い
。

花
火
遊
び
は
正
し
く

取
扱
い
の
注
意
事
項

最
近
は
、
家
庭
で
楽
し
む
柁
火
に
も

い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
も
の
が
あ
り
、
遊

び
方
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
し
か
し
、
楽

し
竹
花
火
遊
び
ホ
取
り
扱
い
を
誤
る
と
、

ケ
ガ
や
火
災
な
ど
の
思
わ
ぬ
い
事
故
に
つ

な
が
り
、
大
変
危
険
で
寸

-
花
火
を
す
る
と
き
は
、
子
供
と
一
緒

に
遊
ん
で
や
る
と
と
も
に
、
次
の
こ
と

を
教
え
ま
し
ょ
う
。

。
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を
土
く

読
ん
で
か
ら
行
う
こ
左
)

。
花
火
を
人
や
建
物
に
向
け
た
り
、
燃

去
の
す
い
も
の
の
あ
る
場
所
で
遊
ば
な

い
こ
ー
と
、

。
万
一
に
備
え
て
バ
ケ
ツ
の
ホ
等
を
用

怠
す
る
こ
と
。

。
一
度
に
た
く
さ
ん
心
花
火
に
火
を
つ

け
な
い
こ
と
。

O
吹
出
し
、
打
ち
上
げ
な
ど
の
筒
も
の

化
火
は
、
途
中
で
火
が
消
え
で
も
中
を

の
ぞ
き
こ
ま
な
い
こ
ξ
。

。
花
火
を
ボ
ケ
ソ
ト
に
入
れ
な
い
こ
と
。

!lE1 
i~l D 

Hf 
Z習i

梅
雨
寒
や
一
枚
羽
織
る
妻
の
も
の

高

左

木

芳

音
沙
汰
の
な
き
子
の
話
冷
奴一

宮

博

火
花
散
る
の
み
の
ラ
イ
タ
ー
梅
雨
じ
め

り

渡

辺

ぷ

一

傷
癒
え
て
繍
帯
乾
く
蝶
の
昼久

保

七

葉

梅
雨
前
も
う
れ
し
検
診
異
状
な
し

藤

岡

符

r丁

冷
奴
農
に
生
く
妻
健
や
か
に久

保

千

穂

発
熱
の
嬰
の
顔
蒼
?
)
柿
者
一
栄菊

地
久
美
rア

櫨
ゾ
一
|
ル
隣
の
膝
へ
吹
き
こ
ぼ
れ

菊
地

雨
催
ひ
支
柱
添
へ
足
す
花
菖
蒲

可
野

徽
友
f
T

祝
祭
日
に
は

日
出
旗
を
掲
げ
ま
し
ょ
う

国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
で
は
、

白
由
と
一
平
和
を
求
め
て
や
ま
な
い
日
本

国
民
は
、
美
し
い
風
習
を
育
て
つ
つ
、

よ
り
よ
い
社
会
、
よ
り
豊
か
な
坐
山
岳

築
き
あ
げ
る
み
に
め
に
、
こ
こ
に
国
民
三

ぞ
っ
て
悦
ぃ
、
感
謝
し
、
又
は
記
念
す

る
円
売
定
め
ど
、
こ
れ
を
「
国
民
の
祝

日
」
と
名
づ
け
て
い
ま
す
。

祝
祭
日
に
は
日
出
旗
を
担
げ
、
心
豊
か

で
住
み
よ
い
町
守
つ
く
り
売
進
め
る
た
め

に
、
み
ん
な
で
丈
化
の
風
を
吹
か
せ
ま

し
ょ
ト
7
0
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“
と
う
や
っ
た
ら
有
利
な
資
金
運
用

が
で
き
る
か
w

低
金
利
時
代
を
迎

え
、
“
財
テ
ク
"
ブ
l
ム
と
い
わ
れ
る

な
か
、
消
費
者
の
関
心
は
少
し
で
も
有

利
な
投
資
先
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
金
利
や
年
金
で
生
活
し
て
い
る
お

年
寄
り
層
の
経
済
的
不
安
も
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
悪
徳
業
者
は
、
こ
の
よ
う
な

盟国圏醐悪帯、商法にひっかから者いjとめに臨画臨臨益面歯盤曲錨謹望置敏感滋間崎町制帽郁柚由民必烈掛町吻問地--刷自_'W~

陸翠麗

一一一明

密蓮華麗

消
費
者
の
関
心
や
不
安
に
付
け
入
り
、

暴
利
を
む
さ
ぼ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で

す。
悪
徳
商
法
か
ら
消
費
者
を
守
る
法
律

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
Q
&
A
形

式
で
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
悪
徳
セ
ー

ル
ス
マ
ン
の
勧
誘
を
ど
う
防
げ
ば
よ
い

の
か
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

運静

「
預
託
等
取
引
契
約
」

Q

セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
訪
ね
て
き
て
、

金
地
金
の
購
入
を
強
引
に
勧
め
ら
れ
ま

し
た
。
「
金
の
現
物
は
会
社
で
預
っ
て
運

用
し
、
一
年
間
で
確
実
に
一
割
の
配
当

を
す
る
」
と
の
こ
と
。
う
ま
い
話
に
は

違
い
な
い
が
、
豊
田
商
事
の
例
も
あ
り

ま
す
の
で
不
安
で
す
。
会
社
の
業
務
内

容
や
財
産
の
状
況
を
知
り
た
い
の
で
す

が
、
「
絶
対
に
も
う
か
る
」
を
繰
り
返
す

ば
か
り
で
、
契
約
内
容
も
は
っ
き
り
し

ま
せ
ん
。
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。

A

豊
田
商
事
の
令
の
「
現
物
ま
が
い

商
法
」
に
よ
る
消
費
者
被
害
が
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
た
こ
と
は
、
ま
だ
わ

た
し
た
ち
の
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

す
。
現
在
、
裁
判
所
で
進
行
中
の
岐
点
佳

子
続
で
明
ら
か
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、

被
害
者
数
約
一
一
万
九
千
人
、
被
害
総
額

は
一
千
百
五
十
億
円
以
上
に
も
の
ぼ
っ

て
い
ま
す
c

こ
の
よ
う
な
「
現
物
ま
が
い
商
法
」

の
悪
質
な
取
引
を
規
制
し
、
消
費
者
被

害
の
再
発
防
止
を
図
る
た
め
の
、
「
特
定

に
関
す
る
法
律

護

で

商
品
等
の
預
託
等
取
引
契
約
に
関
す
る

法
律
」
(
通
商
産
業
省
提
出
)
が
、
昭
和

六
十
一
年
五
月
十
六
日
に
国
会
で
成
立
、

同
-
一
十
ご
一
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

規
制
の
対
象
は

「
顕
託
等
取
引
契
約
」

こ
の
法
律
の
規
制
の
対
象
と
な
る
取

引
は
「
預
託
取
引
契
約
」
で
す
。

預
託
取
引
契
約
と
は
、
顧
客
が
通
商

産
業
省
令
で
定
め
る
期
間
以
上
の
問
、

政
令
で
指
定
す
る
「
特
定
商
品
」
ま
た

は
「
施
設
の
利
用
権
」
を
業
者
に
預
け
、

そ
の
期
聞
が
経
過
し
た
後
に
、
何
ら
か

の
財
産
上
の
利
益
が
顧
客
に
提
供
さ
れ

る
こ
と
が
約
束
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
契

約
の
こ
と
で
す
。

法
律
で
は
、
こ
の
契
約
に
つ
い
て
次

の
よ
う
な
事
項
を
定
め
て
い
ま
す
。

化
一
書
面
交
付
の
義
務
付
け

業
者
は
、
契
約
を
結
ぶ
ま
で
に
、
契

約
の
あ
ら
ま
し
と
業
者
の
業
務
・
財
産

の
状
況
を
記
載
し
た
書
面
を
顧
客
に
交

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
勧
誘
行
為
な
ど
の
規
制

業
者
は
、
契
約
の
締
結
ま
た
は
更
新

に
つ
い
て
勧
誘
す
る
と
き
、
政
令
で
定

め
る
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
故
意
に
事

実
を
告
げ
な
か
っ
た
り
、
ま
た
は
不
実

の
こ
と
を
告
げ
て
は
な
ら
な
い
o
ま
た
、

業
者
は
、
顧
客
を
脅
迫
す
る
-
言
動
で
勧

誘
す
る
な
ど
の
不
当
な
行
為
を
し
て
は

な
ら
な
い
。

③
書
類
閲
覧
の
義
務
付
け

業
者
は
、
業
者
の
業
務
及
び
財
産
の

状
況
を
記
載
し
た
書
類
を
事
務
所
に
備

え
置
き
、
預
託
者
の
求
め
に
応
ど
で
閲

覧
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④
業
務
停
止
命
令
等

①
i
③
に
違
反
し
た
行
為
が
行
わ
れ
、

か
つ
引
き
続
き
行
わ
れ
る
わ
そ
れ
の
あ

る
場
合
、
主
務
大
臣
は
業
者
に
、
一
定

期
間
の
勧
誘
・
業
務
の
停
止
な
ど
を
命

じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑤
預
託
者
側
の
契
約
解
除
権

同
ク

l
リ
ン
グ
z

オ
フ
制
度
の
導
入

1
顧
客
は
、
契
約
後
、
書
面
が
交
付
さ

れ
て
か
ら
十
四
日
聞
は
無
条
件
で
解
約

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

川
ク

l
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
経
過
後

の
契
約
解
除
権

l
顧
客
は
、
ク

l
リ
ン

グ
・
オ
フ
期
間
経
過
後
で
も
解
約
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
業
者
の

請
求
で
き
る
煩
害
賠
償
や
違
約
金
の
額

は
契
約
額
の
一

O
%
以
内
に
制
限
さ
れ

る。

。

ぐ〉

こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
悪
質
な
取
引

は
実
質
禁
止
き
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
被
害
を
防
ぐ
に
は
、
や
は
り
各
自

の
注
意
が
必
要
で
す
。

悪
童

気高
軽法
lこ110
利番
用
査

愛
媛
県
警
で
は
、
四
月
一
日
か
ら
「
悪

質
商
法
山
番
」
を
設
置
し
て
、
詐
欺
ま

が
い
商
法
な
ど
の
苦
情
、
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
傘

0
8
9
9

お

9
4
4
9
(

松
山
ミ
ナ
サ
ン
ク
ラ
シ
ヨ
ク
)
ま
で
。
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日
本
人
は

組
末
に
な
り
が
ち

一
H
一
二
一
度
の
食
事

の
中
で
、
最
も
食
欲

の
あ
る
状
態
で
食
べ

る
の
が
昼
食
で
す
。

午
前
中
の
労
動
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
消
耗
し
、

体
は
午
後
に
備
え
る

状
態
に
あ
る
か
ら
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
最
も
生
理
的
な
条

件
の
整
っ
て
い
る
時
の
食
事
が
、
逆
に

最
も
組
末
に
な
り
や
す
い

l
lこ
れ
が

私
た
ち
日
本
人
の
食
宵
慣
の
現
実
で
す
。

ら
の
仕
事
の
内
芥
を
考
え
て
、
そ
の
量
一

と
質
を
決
め
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
工
夫
の
中
で
こ
そ
、
そ

の
け
の
仕
事
の
内
容
と
健
康
状
態
の
関

係
を
微
妙
に
反
映
す
る
食
欲
の
変
化
を

見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
c

し
か
し
、
食
欲
の
あ
る
な
し
に
か
か

わ
ら
ず
、
む
か
ず
の
材
料
だ
け
は
烏
低

六
種
類
以
上
の
バ
ラ
ン
ス
の
あ
る
も
の

川
且
食
に
か
け
る
時
間
は
、

に
L

L

普
通
一
時
間
程
度
で
す
の
で
、

ト
落
ち
着
い
て
食
事
を
済
ま
せ
、

一
戸
付
食
後
に
軽
い
運
動
で
も
し
ょ

ザ

歩

う

と

寸

11
工
、
立
川
が
£
り

ι

ア

ミ

〈

J

[
一

[

i

;

J

ー
な
く
な
り
ま
す
そ
う
な
る

の
軽
と
、
円
庁
長
時
間
を
十
分
に
取

後

る

か

、

そ

れ

と

も

食

事

を

軽

食

く

し

て

そ

の

分

、

運

動

に

時

間
を
か
け
る
べ
き

I
l
l
i
-
-
l
I
l
l
i
-
-
l

叫

べ

て

し

ま

い

鶴

鐘

仕

事

の

内

容

で

j

j

j

:

 

f
u
u
u
L
騒
騒
量
と
質
を
決
め
よ
う

り
ま
す
が
、
で
き

i
i
i
i

る
な
ら
軽
い
運
動
た
と
え
ば
食
べ
る

場
所
を
求
め
て
の

「
歩
行
」
と
組
み

合
わ
せ
る
な
ど
の

工
夫
を
試
み
で
く

だ
さ
い
。
昼
食
を

取
る
場
所
を
適
吋
な

距
離
の
所
に
見
つ

け
る
の
で
す
。

ま
た
、
昼
食
の

内
容
は
、
午
前
中

の
仕
事
と
午
後
か

一 一一一一今田も元気で

は
の
ね

康

力

色

健

努

か
な

み

A

さ
つ
耳
、

J
q
 

{建
小康

っさは
みな
か努
さ力
ねの

国
民
健
康
づ
く
り
が
屈
の
施
策
と
し

て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭

和
五
十
三
年
の
こ
と
で
す
。
「
自
分
の
健

康
は
自
分
で
つ
く
る
」
を
合
言
葉
に
、

ま
し
ょ
う
。

ま
た
件
一
食
の
内
存
が
、
午
後
か
ら
の

生
活
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と

も
、
よ
く
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
肉
体
労
働
の
場
合
は
質
と
と
も

に
量
が
重
要
で
す
が
、
知
的
、
あ
る
い

は
精
神
労
働
と
い
っ
た
よ
う
に
、
運
動

量
の
少
な
い
作
業
に
従
事
し
て
い
る
人

に
は
、
胃
に
負
担
の
か
か
ら
な
い
工
夫

が
必
要
で
す
。

今
月
の
日
曜
当
夜
病
・
医
院
は
次
の

通
り
で
す
。
受
付
時
間
は
午
前
十
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で
で
、
診
療
は
以
急
患

者
の
万
だ
け
で
す

ζ

0
8
月
2
日
門
屋
医
院
密
⑫
0
2
0
2

0
8
月
9
H
辻
医
院
径
一
旬
0
1
7
4

0
8
月
同
日
行
村
病
院
倉
⑪
0
2
7
5

0
8
月
お
口
清
水
医
院
宮
⑫
2
8
8
3

0
8
月
初
日
米
川
医
院
倉
一
⑪
0
1
6
5

を
取
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

食
欲
が
e

な
け
れ
ば

生
活
の
チ
ェ
ッ
ク
を

食
欲
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
好
き
な

も
の
を
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
状
態
で
は
な
く
か
い
つ
も

何
で
も
食
べ
た
い
H

と
い
う
状
態
で
す
。

で
す
か
ら
、
正
常
な
勤
務
を
し
で
い
な
一

L

t
宮
恥

が
ら
、
昼
食
時
に
食
欲
が
な
い
と
す
れ
…
:
・
一
五
ゴ
;
:
ぺ
メ
:
点
山
・
:
己

ば
、
健
康
な
状
態
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

0

8
月

7
H

町
体
育
館
午
後
1
時

そ
の
原
同
を
午
前
中
、
あ
る
い
は
前
日
か
ら
2
時
対
象
は
昭
和
旧
年
9
月
、

の
生
活
の
中
に
見
つ
け
出
す
よ
う
に
し
ロ
円
、
昭
和
臼
年
3
月
生
ま
れ
の
点
。

A
y
k
d
r

、ぺ/、
v
¥勺
r
、J
¥
A

ノt
，ぞ
λ
，t
、ぐ
A

ソ¥ド、ペ〆、
J

‘、ペノらてペノ、て
A

〆、J
¥
λ
y

、r
、寸/、〆¥ぺ/、
J
¥

べ/、予てう
t

、ぜゐソ
L
J
¥
7
k
J

、A
J
t
，r
、?¥戸、ぺ〆

園
、
地
方
自
治
体
、
関
係
団
体
等
が
総
る
、
と
、
健
康
に
は
十
分
気
を
つ
け
て

力
を
あ
げ
て
取
り
組
み
ま
し
た
o
A
7
で
い
た
人
が
昨
年
が
ん
で
亡
く
な
り
ま
し

は
、
こ
の
一
言
葉
は
常
識
と
な
っ
て
い
る
た
c

運
動
は
、
が
ん
の
予
防
に
は
必
ず

ょ

う

で

す

。

し

も

結

び

つ

き

ま

せ

ん

。

し
か
し
、
健
康
づ
く
り
の
難
し
さ
は
、
最
近
、
健
康
食
品
や
、
い
ろ
い
ろ
な

何
か
一
つ
の
こ
と
を
実
行
す
れ
ば
、
そ
健
康
法
が
も
て
は
や
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

れ
で
事
足
り
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
こ
の
世
に
は
不
老
長
寿
の
薬
も
、
万
病

ま
せ
ん
。
毎
日
の
通
勤
に
パ
ス
を
使
わ
の
薬
も
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
の
生
活
の

ず
、
十
分
以
上
歩
く
、
エ
ス
カ
レ

l
タ
中
で
、
健
康
を
阻
害
す
る
要
因
を
、
で

ー
に
は
乗
ら
ず
、
階
段
を
一
一
段
づ
っ
昇
き
る
だ
け
排
除
す
る
地
道
な
努
力
だ
け

一
一
歳
半
阻
ん
健
診
…

0

8
月

U
H

町

体

育

館

午

後
1
時

か
ら
2
時
対
象
は
昭
和
前
年
ロ
月
、

昭
和
日
午
1
月、

2
月
生
ま
れ
の
方
。

…

結

接

検

診

…

0

8
月

1
H

内
滝
公
民
館
午
前
日

時
か
広
一
日
時
叩
分

。8
月

お

口

豊

茂

公

民

館

午

前

9

時
別
分
か
ら
日
時

一
青
島
移
動
保
健
所
…

0

8
月

刊

日

青

島

漁

協

午

後

口

時

却
分
か
ら
2
時

…
戒
刑
無
医
地
区
診
覆
…

0

8
月十
υ
臼

戒

川

公

民

館

午

後

1

時
か
-
勺

2
時
加
分

必上ま 0
ずげで 8 ・ヨミ;
十寺 w十 、月 ， 
参金本 25 用
しは庁口 」与
でーは /'-. 
く頭午各:冒:
だ ti前 連 ・ 4 、

さ百 10絡:1.， ¥ : 
い円時所 1-

。まは _._ 

※で午:'1": 
~[J自íî 門
鑑買 9 日
をい日寺

が
健
や
か
な
人
生
を
保
障
し
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
・
エ
ジ
ン
パ
ラ
大
学
の
名

誉
総
長
を
つ
と
め
た
卜

1
7
ス
・
カ
ー

ラ
イ
ス
は
「
人
生
の
目
的
は
行
為
に
し

て
、
思
想
に
あ
ら
ず
」
と
の
名
一
言
を
残

し
ま
し
た
。

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
、
健
康
に

よ
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
、
確
実
に

実
行
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
え
ま
す
。
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「」
「
l
l」

長
浜
町
観
光
協
会
(
明
関
定
市
会
長
)
で
よ
、
七
月
一

H
、

恒

例

口

の
海
聞
き
祈
願
祭
を
開
催
し
た
。
町
長
、
議
長
、
観
光
協
会
、
口

商
工
会
、
警
察
な
ど
、
む
よ
そ
ご
一
卜
人
が
出
席
。
む
ご
そ
口

か

な

神

事

を

行

口

っ
た
あ
と
今
年
仁

の
海
の
安
全
を
「
一

析
一
っ
て
、
王
串
口

を
、
海
に
奉
じ
た
。
コ

水
の
事
故
に
は
、
「
し

く
れ
く
れ
も
注
「
」

意
し
た
い
も
の
。
口一一

夏
を
無
事
故
で

i
海
聞
き
安
全
折
顧
禁

i

一一一一

ども、三子 .1. ...L..ー

交約主ふる里の山に出向いて
i点下f凶

を人二卜 ~三世代交流遠定~
ィ禾が主
め 参 入 H たに fi八 i態 は 犬
た hrlをは。登 JLf'世を、会出

し合小当つ)・代学 f長海
交ん{共て地
流でた出区
i宝もち;毎愛
足らに P 護
とあ、、 T 班

題う 111 A 連
しとの (絡
で 、庁長 ;"J 協
、じ史里子 J義

浄円や保会
心卜植会(
山二物長畑
(日の)中
じ 、生で手口

口
円
口
口
口
口
い
日
口

J

¥

土
曜
夜
市
始
ま
る

哩翠窪翠軍

夏
の
風
物
詩
の
ひ

と
つ
、
土
曜
夜
市
が

七
月
十
一
日
、
本
町

商
居
街
で
行
わ
れ
た
。

一
一
回
目
の
七
月
四
日

が
、
雨
で
中
止
に
な

っ
た
た
め
、
露
t
h
が

並
ぶ
の
は
今
年
初
め

て
。
花
火
売
り
、
金

魚
す
く
い
な
ど
が
並

ぶ
中
、
バ
ン
ド
の
演

奏
も
あ
り
、
家
族
連

れ
、
若
い
人
た
ち
で

に
ぎ
わ
っ
た
。

盛翠密画竃翠醤置雷雲

ー
長
浜
町
商
屈
指

1

~ 

」場ず6

二二:J口仁 J二口口[j口口口二二

長
浜
町
職
員
組

合
(
重
松
直
博
委

員
長
)
で
は
、
七

月
九
日
、
第
五
回

の
町
内
ク
リ
ー
ン

作
戦
を
行
っ
た
。

午
後
五
時
過
ぎ
か

ら
町
民
の
広
場
に

集
合
。
周
辺
の
苧

刈
り
や
コ
ミ
ひ
ろ

い
に
心
地
よ
い
げ

を
流
し
た
。

町
内
ク
リ
ー
ン
作
戦

1
長
浜
町
職
員
組
合

i

表
f百二ノ

早ジシ

卒
業
中
小

二
宮
正
男
さ
ん

大
山
岩
弘
さ
ん

防
犯
活
動
に
功
労

長
浜
の
-
一
宮
正
男
さ
ん
(
六
五
)
大

山
岩
弘
さ
ん
(
五
七
)
は
、
青
少
年
補

導
員
と
し
て
防
犯
活
動
に
功
績
が
あ
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
六
月
-
一
十
六
日
、
大

洲
市
庁
舎
で
聞
か
れ
た
昭
和
六
十
一
一
年

度
大
洲
地
区
防
犯
協
会
総
会
の
席
上
、

近
田
~
一
日
一
秋
同
協
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。岡

本
さ
ん
ら
五
人

観
光
掻
興
に
功
績

沖
浦
の
岡
本
嘉
明
さ
ん
(
五
凹
)
渡

壁
新
八
さ
ん
(
瓦
-
)
白
滝
の
久
保
田

芳
技
さ
ん
(
九
千
二
)
泉
降
さ
ん
(

L

ハ
七
)

(
故
)
ハ
尾
上
正
-
二
さ
ん
は
、
多
年
に
わ

た
り
海
本
浴
場
施
設
の
維
持
管
理
、
白

滝
公
園
の
美
化
環
境
の
浄
化
な
ど
観
光

振
興
に
功
績
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

六
月
五
日
、
長
浜
町
青
果
農
協
で
聞
か

れ
た
長
浜
町
観
光
協
会
定
期
総
会
の
席

上
、
西
旧
洋
一
町
長
、
明
間
定
市
長
浜

町
観
光
協
会
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

にぶWf斡

ラモ之た吻対W

町
内
で
買
い
ま
し
ょ
う

伊女コ男
子ス子

予青
1ム

山
石
油

浪
」
丁

益

止

ノ

7
1

が
優
勝

全
日
本
ソ
フ
ト
県
予
選

六
月
二
十
八
日
、
長
浜
中
学
校
、
長

浜
高
等
学
校
、
町
民
グ
ラ
ウ
シ
ド
の
三

会
場
で
第
三
十
三
回
全
日
本
一
般
男
子
、

第
ご
一
十
九
回
全
日
本
-
般
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
県
予
選
が
行
わ
れ
、
男
子
は
コ

ス
モ
松
山
石
油
、
女
/
下
は
伊
予
銀
行
が

優
勝
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り

一
一
回
戦
}
ド
ク
タ
ー
オ
ウ
ル
ズ

6

0
松
山
商
大
マ
西
南
開
発
3
0
西
条

猛
ク
ラ
ブ
マ
山
本
フ
ル
ー
ツ

4
1
4
垣

生
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ
(
垣
生
ク
ラ
ブ
抽
選

勝
ち
)
マ
コ
ス
モ
松
山
石
油
刊
|

O
野

村
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ
(
五
回
コ
ー
ル
ド
)

マ
松
山
市
役
所
9

1

2
津
島
翼
ク
ラ
ブ

(
五
同
コ
ー
ル
ド
)
マ
井
関
農
機
日

4
大
野
水
産
マ
松
山
子
ク
ラ
ブ

8
1
7

松
山
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
マ
砥
部
ク

ラ
ブ

7
|
O
保
内
体
協
(
六
回
ゴ
ー
ル

ド
)一

準
々
決
勝
一
西
南
開
発

1
1
0
ド
ク

タ
ー
オ
ウ
ル
ズ
マ
コ
ス
モ
松
山
石
油
日

0
垣
生
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ
(
選
手
負
傷

欠
場
で
沼
一
生
ク
ラ
ブ
が
棄
権
)
マ
松
山
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市
役
所
3
1
0
井
問
農
機
マ
松
神
子
ク

ラ
ブ
一
b
i
2
砥
部
ケ
ラ
ブ

{
準
決
勝
}
コ
ス
モ
松
山
石
油
5
1
0

西
南
開
発
マ
松
山
市
役
所
5

0

松
神

子
ク
ラ
ブ

一
決
勝
}

ゴ
ス
モ
桜
山
石
油

松
山
市
役
所

1
0
1
0
ハ
O

X
一
2

nv
ハリハ
V

ハ
リ
ハ
リ
ハ
V

ハU
一

円

U

Zんよ翠盛芝選湿苦てす集←→市町ザロ3 町

警
察
官
・
職
員
募
集

愛

媛

県

警

察

で

ば

、

(

高

卒

科
度
)
及
び
筈
察
官
以
外
の
職
員
(
初

級
事
務
職
員
、
婦
人
警
察
員
、
交
通
巡

視
員
)
を
次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

一
警
察
官
(
高
卒
裡
度
)
・

じ 一 一 一 募

一
受
付
期
間
}
昭
和
日
午

9
H中
旬
か

ら
い
山
片
中
旬

一
試
験
日
一
昭
和
臼
年
目
月
回
目

一
受
験
資
格
一
犬
山
手
卒
以
外
の
者
で
、

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
し
、

附
和
お
年
4
月
2
円
か
ら
昭
和
記
年
4

月
I
H
ま
で
に
生
空
れ
た
明
J
T
n

警
察
官
以
外
の
職
員

一
受
付
期
間
一
同
和
白
年
8
月
下
旬
か

ら
9
月
中
旬
。

一
試
験
日
一
昭
和
田
年
刊
月
間

H

ぶ
し
く
は
、
大
洲
警
察
者
一
包
一
制
一
2

1
7
5
¥
ま
た
は
、
お
近
く
の
派
出
川
、

肝
作
一
昨
に
お
問
い
合
わ
せ
〈
ど
れ
一
い
〈

的
年
度
サ
ン
ケ
イ
新
聞

奨
学
生
募
集

リ
/
ケ
イ
新
聞
奨
学
会
で
は
、
『
八
十

二
年
慢
川
い
え
)
づ
主
を
次
の
要
領
「
、
募
集
し

ま
す

L

{
応
募
資
格
一
大
阪
、
神
戸
、
京
都
、

奈
良
の
各
地
医
の
犬
学
一
一
原
則
と
し
て

文
科
系
の
み
)
、
専
門
学
校
、
予
備
校

へ
宅
一
改
札
一
可
)
ヘ
通
学
を
希
ぽ
一
し
す
る
一

十
二
歳
川
一
ト
の
人
。

一
応
募
方
法
一
①
願
書
(
奨
〆
ア
会
指
定
~
一

①
健
康
診
断
書
③
調
査
書
か
成
績
証
明

書
各
一
通
を
事
務
局
へ
郵
送
ま
た
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

一
縛
め
切
リ
一
(
第
一
次
)
昭
刊
日
年

目
月
出
日
作
品
二
次
)
昭
和
山
年
目
け
門

部
門
一
一
第
三
一
次
)
昭
和
臼
年
三
円
山

H

(
品
目
的
山
次
」
昭
和
臼
年
3
月
出
日

問
い
合
わ
せ
及
び
案
内
書
の
申
し
込

み
は
、
〒
聞
大
阪
市
北
区
梅
田
一
二
j
目

四
番
九
号
サ
ン
ケ
イ
新
聞
大
阪
本
社
内

品
リ
ン
ケ
イ
新
同
奨
学
会
(
品
U
0
6
!
3

4
3
l
1
2
1
1
)
ま
で
。

商
業
統
計
調
査

ポ
ス
タ
ー
叶
募
集

通
商
産
業
省
で
は
商
業
統
計
調
査
の

実
施
を
全
国
の
商
唐
の
方
ゃ
に
む
知
ら

ι
ー
す
る
た
め
の
広
報
用
ポ
ス
タ
ー
存
一
次

の
要
領
で
募
集
し
ま
ナ
。

一
作
品
の
円
容
一
作
品
は
、
調
査
の
い
刈

象
と
な
る
商
庖
(
卸
売
業
、
小
売
業
)

が
商
業
統
計
調
査
に
対
す
る
理
解
売
深

め
、
そ
の
協
力
が
得
ら
れ
る
内
何
人
H

の
も

の
で
、
未
発
ょ
の
も
の
と
し
ま
す
。

{
ポ
ス
タ
!
の
規
格
一
用
紙
の
大
き
さ

縦
臼
セ
ン
チ

γ
、
横
山
セ
ン
チ
灯
で
縦

長
に
使
川
。
使
用
す
る
色
は
山
色
以
内

(
白
は
一
色
と
数
え
ま
せ
ん
)
C

図
案
に

は
「
通
商
産
業
省
」
「
商
業
統
計
調
査
」

「
昭
和
臼
年
6
片

l
H
」
の
文
字
を
必

ず
入
れ
、
写
真
は
使
用
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
ポ
ス
タ
ー
の
裏
面
に
は
「
住
所
、

氏
名
、
職
業
(
学
生
の
場
合
は
学
校
名
、

学
年

J

」
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

一
応
募
期
限
}
昭
和
白
年
9
月
刊
口
(

当
日
消
印
釘
効
/

応
募
先
日
決
び
引
け
し
く
は
一

T
m松
山
市

一
番
町
四

γ
日
間
の
一
一
愛
媛
県
調
整

振
興
部
統
引
仙
報
課
(
金

0
8
9
9
I

4
1
2
1
1
1
W
2
2
5
6
)
ま
で
。

ン
ン
ボ
ル
マ

l
ク
募
集

愛
媛
の
森
林
基
金

(
対
)
の
森
林
基
金
で
は
、
設

江
一
周
年
を
記
念
し
て
財
団
の
イ
メ
ー

ジ
に
ふ
さ
わ
し
い

μ

シ
ン
ボ
ル
マ

l
ク
H

を
、
次
の
要
領
で
募
集
L
ま
す
。

一
応
募
方
法
}
作
品
は
、
官
制
ハ
ガ
キ

(
7
m
×
7
叩
一
に
一
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
マ
色
彩
は
モ
ノ
ク
ロ
、
カ
ラ
l

「

て
一
色
以
内
)
い
ず
れ
で
も
結
構
で
す
。

マ
応
募
点
数
は
制
限
し
ま
せ
ん
が
、
自

作
・
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
マ

応
募
作
品
の
ド
に
、
一
プ
ザ
イ
ン
の
趣
日

説
明
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
マ
住
所

四
国
初

早
慶
戦
が
今
治
で

八
月
二
十
三
日
、
地
域
出
作
化
イ
ベ

/
ト
の
一
つ
と
し
て
、
問
国
で
初
め
て

今
治
で
早
慶
戦
が
行
わ
れ
ま
十
υ

こ
の
両
校
の
対
抗
試
合
は
我
が
国
ス

ポ
i
y
史
上
、
最
も
士
口
い
歴
史
と
伝
統

を
持
つ
も
の
で
す
。
若
さ
と
闘
魂
あ
ふ

れ
る
球
場
の
熱
気
と
パ
ワ

l
、
ミ
ス
ド

リ
ル
ジ
ャ
パ
ン
に
優
勝
山
実
績
も
あ
る

チ
ア
ガ

i
ル
の
山
泊
、
情
熱
的
な
ブ
ラ

λ
バ
ン
ド
を
今
日
め
抗
締
さ
れ
た
応
援
団

に
よ
る
応
援
合
戦
な
ど
が
あ
り
、
今
治

で
あ
の
神
宮
の
森
の
雰
囲
気
が
楽
し
め

土
品
ナ
リ
ノ
く

前

H
に
は
早
慶
両
校
の
応
援
合
戦
・

ハ
レ

i
ド
・
前
ぃ
校
一
凡
で
商
凶
街
で
の
夜

凶
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
是
非
、
今

治
で
夏
休
み
最
後
の
楽
し
い
思
い
出
を

つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。

円
れ
は
次
の
と
お
り
で
、
二
?
「
二
一
日

山
天
の
場
合
ば
一
一
十
山
口
に
行
わ
れ
ま

一
入
場
料
}
牛
y

卜
裏
千
円
マ
内
野

八
円
円
マ
外
野
五
百
円

※
小
中
学
生
は
外
野
席
無
料

一
入
場
券
発
売
所
}
愛
媛
新
聞
(
本
社

事
業
局
・
県
内
ろ
支
社
e

支
局
・
販
売

時
)
せ
と
う
も
、

m
F
h
J
鉄

宇

和

島

各

パ
ス
営
業
所
、
ム
ノ
治
市
内
λ
ポ
l
ツ
庖

な
ど
。洋

し
く
は
今
治
地
方
経
常
者
協
会
(

雪

0
8
9
8
2
1
2
3
7
4
一
ま
で

0

2

2

;

~

 

J
川
|
|
川
利
1
J川
l
l
J
I
l
l判
ー
ー
ー

の

開

ν

一

唆

一

イ

?

一

号

一山

fr

一

山

口

山

一

E

M

日

式

始

一

2

1

 

H

一

月

封

合

一

8

一A
H

入

試

一

一

場
一

球

一

山

見

一

巾

一

仲

間一
A
7

日寺

今治指「よ{面

日所場
活
力
あ
る
職
場
に

勤
労
青
少
年
問
題
特
別
講
演
会

愛
媛
県
勤
労
青
少
年
福
祉
只
連
絡
協

議
会
・
愛
媛
間
人
少
年
宝
で
は
、
協
議

会
発
足
十
周
午
存
一
記
念
し
て
、
事
業
主
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印刷

ゑ
務
中
〆

長
誘
爆

ゑ
警

(有7岸本印刷

や
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
勤
労
青
少
年
の

福
祉
と
健
全
育
成
に
つ
い
て
、
関
心
と

理
解
を
深
め
て
項
く
た
め
に
「
勤
労
青

少
年
問
題
特
別
講
演
会
」
を
開
催
し
ま

す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
多
数
二

参
加
く
芝
さ
い
。

一
日
時
]
附
和
白
年
8
月
7
H

午
後

1
時
別
分
か
弓
4
時

{
場
所
}
伊
予
鉄
福
祉
会
結

一テ
l
マ
}
活
力
あ
る
職
場
に
(
芥
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
か
そ
う
)

{
記
念
講
演
}
「
創
造
的
ロ
マ
ン
に
生

き
る
し
マ
講
師
(
財
)
若
い
根
っ
こ

の
会
会
長
劃
藤
臼
出
男

{
参
加
料
}
無
料

一
申
込
先
一
松
山
市
辻
町
二
の
三
六

愛
媛
婦
人
少
年
室
(
含

0
8
9
9
1
H

1
6
7
7
1
)
 

(毎月 1訂発行j昭和62年8月1日発行

村
山
雅
美
講
演
会

「
極
地
と
人
」

昭和62年 8月号

図
式
極
地
研
究

所
名
誉
教
授
で
あ

り
元
南
能
地
域
観

測
隊
長
、
越
冬
隊

長
を
務
め
ら
れ
た
村
山
雅
美
先
生
の
公

広 報 な が は ま

開
講
演
会
が
開
か
れ
ま
す

Q

{
日
時
一
昭
和
白
年
8
月
刊
日
明

一
場
所
}
大
洲
市
民
会
航
犬
ホ

1
ル

{
演
題
一
「
極
地
と
人
」

一
主
催
一
国
立
大
洲
青
年
の
家

入
場
は
無
料
で
す
。
お
誘
い
合
わ
せ

のしし、
J

一
来
場
く
だ
さ
い
。

寄
付
採
納

一
打
浦
し
お
さ
い
母
親
ク
一
フ
ブ
(
代
表
)

武
田
節
子
さ
ん
)
:
児
童
開
計
五
十
四

再
り

Fr了
j
ケ
ム
刊
叶
仕
寸
L

日
¥
。

行
行
J
r
ζ
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8月の声を聞〈と広島・長

崎 の原爆による大 惨事会思い

出す。 15口の終戦は尊¥.;)人命

の代i賞であり、同胞は自凡えにi，'nミ

たc戦争の傷跡も絶えない。一二度

と卓主午、立走旦こしてlよならな L、。

そのIl本が経済大国にのし 1: 

がり、円高1<::招き輸lHは減灯、

企業め倒産は続出した。貿易

黒字国日本への!瓜去りは5rt~ く、

凶木製品を締めだし に か か っ

た。 加えて米国は農民物の輸

入を強要 L、農民の生活を窮

地に落し入れようとしている。

今ニそ世界が協力し合って住

み良い世作づくりの方途を考

える晴ひある。日本も世界か

ら愛怠れる為に互助 の 精 神 に

f散 L 人よカずりを 11:めて谷大し

しミ 8月は夏休みと盆や七夕・

海水浴と社会的行事も多く、

親子の触れ合いの場となり、

人作りの好機でもある。又 8

月には昭和サボア の姉妹会社

七千ドスジャポン会社が長浜に

進出し着工するとい〕朗報も

ある。第三次開発推進の決議

も可決され21世紀へ向って力

強く踏みだし、長浜町の夜明

けのいぶきを感じる。 LJ~石山

に英知を、肱川に 根性を、伊

予灘に大和を象徴する長浜町

の教育理念、を忘れゲ「人っく

り」と共に住みよい町づくり

に革$)Jをあ tt'ょう。
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I 7月1日現在 前月との上七車交

11可 937人 12人減
人 ~ I (男 5，ω人) :土器)Lと 6，318人

世帯数 3，818世帯 3世帯減

数

人口をふやしましょう

帯世口人


